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れた。塩谷新幹事長は、「自動車産業はコロナ禍で
大変厳しい状況にある一方で、100年に一度の大転
換期に、CNへ向けて技術革新も大きく進んでいま
す。大変な大役を引き受けたということで、身の引
き締まる思いです。日本の自動車産業のためにしっ
かりと務めてまいりたい」と挨拶した。
　総会ではこのほか、幹事長以外の人事についても
額賀会長に一任することが承認されて終了した。
　総会の後、引き続き政策懇談会が開催され、出席
団体を代表して当会議所の内山田竹志会長＝挨拶要
旨は３ページに掲載＝が挨拶に立ち、コロナ禍によ
り自動車産業全体が厳しい状況にあることを訴えた
ほか、政府が最重要施策の一つとして取り組んでい
るCNについては、「自動車産業は2050年CNの実現
に向けて、全力を挙げて取り組んでまいる所存です」
と強い意欲を見せた。
　また内山田会長は、「利用者目線から見て過重で
複雑な自動車関係諸税については、購入・保有・走
行という全ての段階で複雑な税が絡み合っている現
状があります。CNは、こうした現状を抜本的に見

民党自動車議員連盟と自動車関係15団体との
政策懇談会が11月29日、東京・千代田区の衆

議院第一議員会館で開催された。今回の政策懇談会
は、国際的な新型コロナウイルス感染症拡大による影
響や燃料価格の高騰などにより、自動車産業が引き続
き大変厳しい状況下にある中で開催され、出席団体か
らは税制改正要望のほか、各業界への深刻な影響につ
いての現状報告や支援要請が数多く聞かれた。
　政策懇談会に先立ち、佐藤信秋議連事務局長の司
会で自動車議連の総会が行われ、冒頭、額賀福志郎
議連会長が挨拶。額賀会長はカーボンニュートラル
（CN）実現に向けた自動車産業の取り組みを踏ま
えたうえで、「今後、環境性能割やグリーン化特例
などの見直しの時期を迎えるわけですが、自動車関
係諸税については中長期的な視点に立ってしっかり
と議論し、新しい自動車産業のあり方、あるいはク
ルマ社会のあり方に対応した税制等について考えて
いかなければなりません」と述べた。
　額賀会長に続き、議連幹事長の細田博之衆議院議
員が挨拶し、「これからはCN実現に向け、乗用車も
トラック・バス・タクシーも、あるいは部品も、ど
う対応していくのかという大きな問題に直面してい
ます。私も側面から応援していくことをお誓いし、
ここから“退場”いたします。いろいろとお世話に
なりました。ありがとうございます」述べて、会場
を後にした。細田議員は11月の特別国会で衆院議長
に就任されたことに伴い、慣例として党籍を離脱、
議連幹事長も退任されることになった。
　後任として、額賀会長から議連役員（常任幹事）
の塩谷立衆議院議員が推薦され、満場一致で承認さ
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▽藤木俊光製造産業局長、▽福永哲郎審議官、▽吉
村直泰自動車課長
【団体側出席者】15団体、合計29名
▽自工会＝宇野充トヨタ自動車渉外広報副本部長、
永塚誠一副会長・専務理事、▽自販連＝加藤和夫会
長、小糸正樹副会長・専務理事、▽全ト協＝坂本克
己会長、浅井隆副会長、▽日バス協＝早川弘之税制
対策委員長、石指雅啓理事長、▽全タク連＝伊藤宏
副会長・総務委員長、神谷俊広理事長、▽全軽自協
＝赤間俊一会長、成瀬修副会長、▽中販連＝海津博
会長、永井保典常務理事、▽輸入組合＝入野泰一副
理事長・専務理事、小野寺誠会員業務部部長、▽部
工会＝大下政司副会長・専務理事、尾関明人業務部
長、▽日整連＝伊藤正信理事、齋藤裕人理事、▽全
レ協＝岩崎貞二会長、▽車工会＝矢野彰一副会長、
吉田量年専務理事、▽通運連盟＝岡部展芳専務理事、
小松﨑義幸総務部長、▽全自協＝留安敬一専務理事、
薗部伸一常務理事・事務局長、▽会議所＝内山田竹
志会長、山岡正博専務理事

直す、一つのポテンシャルを持っていると考えてお
ります」と述べ、自動車関係諸税などを一度ゼロベ
ースにリセットし、抜本的に見直す大きなチャンス
であるとの考え方を示した。
　続いて、日本自動車工業会をはじめとする各団体
が、順次、業界の現況や税制課題などについて説明
し、支援や要望などを訴えた。＝別表「重点要望項
目総括表」参照＝
　この後、経済産業省から報告があり、藤木俊光製
造産業局長は、①今後の自動車関係諸税の課税のあ
り方の検討、②11月下旬に閣議決定された補正予算
案のうち、自動車産業のCN実現に向けた経済対策
パッケージ、③グリーンイノベーション基金を活用
した研究開発――についてポイントを説明した。
　最後に出席議員から質疑や意見が寄せられたが、
終了時間をオーバーしていたこともあり、後日、議
連事務局や団体側から回答することとなり、政策懇
談会は閉会となった。
【経済産業省出席者】

程で新しい産業が生まれ、その産業がまた世界で活
躍するようになれば、大変素晴らしいことではない
かと思います。
　こうしたことと並行して、世の中ではカーボンプ
ライシングの議論も始まっております。その一方で、
利用者目線から見て過重で複雑な自動車関係諸税に
ついては、購入・保有・走行という全ての段階で複
雑な税が絡み合っている現状があります。ＣＮは、
こうした現状を抜本的に見直す、一つのポテンシャ
ルを持っていると考えております。自動車議連の先
生方とは、簡素で負担の少ない、自動車ユーザーに
とっての税はどうあるべきかかということを、中長
期的な目線で議論してまいりたいと思っております
ので、よろしくお願い申し上げます。
　自動車産業は全就業人口の約１割に相当する550
万人を抱えており、ＧＤＰでも約１割を占めるなど
大変すそ野の広いバリューチェーンです。各産業、
各企業が日本経済に貢献しているわけですが、ここ
が停滞したり衰退したりすれば、雇用の面からもＧ
ＤＰの面からも経済活動の面からも、大変重大な問
題となります。われわれ550万人も力を合わせてＣ
Ｎ、あるいはコロナ後の経済復興を乗り越えてまい
る所存ですので、これまで以上に、引き続き自動車
議連の先生方のご指導・ご協力をお願い申し上げ
て、私のご挨拶とさせていただきます。

　新型コロナウイルス感染症につ
きましては、ワクチン接種率の向
上や医療体制の整備など、政府が
取り組んでこられた政策により収
まりつつある状況ですが、第６波
の襲来や新型株の蔓延が懸念され
るなど、まだまだ予断を許さない状況にあります。
　そうした中で、われわれ自動車産業は、半導体あ
るいは部品の供給不足のため、自動車メーカやいわ
ゆるＯＥＭの生産が滞ってしまったり、あるいはビ
ジネス・観光などの激変が長く続いたりするなどし
ております。特に、トラック、バス、タクシー、レ
ンタカーなどの運輸・サービスに携わる業界の皆さ
んは、現在、大変な苦労をされている状況です。
　一方で、自動車産業は2050年カーボンニュートラ
ル（ＣＮ）の実現に向けて、全力を挙げて取り組ん
でまいる所存です。ただ、その実現手段には、われ
われとしては多様性を持たせたいと考えておりま
す。クルマやクルマの要素技術はもちろんですが、
いわゆるカーボンフリー燃料の開発・普及も含めて
ＣＮを推進してまいりたいと思います。こうした過
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